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平成25年度前期公開講座
「企業の環境配慮と社会貢献」の概要









Spring Semester Open Lecture Series in 2013:
 “The Environmental Consideration and Philanthropy of Companies”
Hiroshi NAKAO＊
This article is the summary of “The Environmental Consideration and Philanthropy of 
Companies” lecture series. This is the results of the CSR research organized by Tokyo University 
of Information Sciences and presented at the open lecture series from May 16th and 23rd in 2013. 
In this open lecture series, panel discussions were also held in order to share the understanding 
of the issues of corporate social responsibilities and to discuss how to facilitate the collaboration 
among universities, companies, and regional entities. The lectures invited in this series were seven 
business practitioners who are promoting environmental CSR management and actively engaged in 
ISO14001, ECOSTAGE, and ECOACTION.
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９．パネルディスカッション
　公開講座の最後に第二回講座にご講演頂いた
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング矢野昌彦
氏、富士ゼロックス千葉株式会社元代表取締役
社長山内優氏に加え実務経験豊富な株式会社千
葉銀行資産運用サポート部副調査役伊藤弘氏、
日本環境監査管理人協会理事中山安弘氏をお招
きし、東京情報大学総合情報学部岡本眞一教授
の司会進行でパネルディスカッションを行っ
た。
　はじめにパネルディスカッションから新たに
ご登壇頂いた伊藤弘氏、中山安弘氏に企業の環
境配慮と社会貢献についてコメントを頂き、つ
づけて矢野昌彦氏、山内優氏を含む四人のパネ
ラーが会場からの質問に答える方式で意見交換
を行った。
　　・事業
　　　 ごみ削減4.2万円から１万円へ年間36万
円の経費削減）
　　　 業務改善（給与システムのミス件数の撲
滅・人事マスターの作成）
　　・CO2 の削減
　　　省エネの推進・エコカーの検討
　　・社会貢献
　　　 寮周辺の清掃・植樹（桜の苗木）市原ボ
ランティア清掃
　　　 エコキャップ運動　小学校に本・備品の
寄贈（10年間）
　　　 お子様を育てる方への配慮、（生活スタ
イル）
　⑤次の一手
　　・ 環境を切り口に更なる体質改善強化と業
績向上
　　　 （いわゆる、紙ごみ電気という環境活動
は、２～３年でやることがなくなる）
　　　＊ エコステージ経営革新ステージへ（本
来業務の改革）
　　・ 現状をしっかり定着させ（PDCA）、戦
略事業計画（中期計画）の作成
　　・ 業務改善（電子化促進　人事関係書類・
給与明細・月刊ニュース）
　⑥トップのリーダシップと本質の理解
　　・ 「EMS（環境マネージメントシステム）
はなぜやるのか」
　　　基本理念を大切にし、実践している。
　　・基本理念
　　　 株式会社　開運は「環境負荷の低減活動
を通じて経営基盤の充実と地球環境保全
に貢献する」という基本理念を制定しま
す。
　　　 株式会社　開運は企業活動を通じて、お
客様の満足できる価値を創造し提供する
とともに、社員の幸せをはかり、人々の
健康と豊かな社会の実現を目指します。
株式会社　開運　「社員の心構え」
株式会社　開運　「2013年スローガン」
82 平成25年度前期公開講座「企業の環境配慮と社会貢献」の概要／中尾宏
学生の参加により予想を越える聴講申し込みが
あり、成功裏に終了することができた。お忙し
いなか本講座の出講をご快諾頂いた講師の先生
方に心よりの謝意を申し上げるとともに、開催
のご挨拶を頂いた牛久保明邦東京情報大学長は
じめご協力、ご尽力頂いた先生方、事務職員の
方々に厚く御礼申し上げます。
おわりに
　平成25年度前期公開講座は「企業の環境配慮
と社会貢献」をテーマに新しい切り口で企業活
動の現状と今後の有り方につて解説と意見交換
を試みた。二週連続二回にわたり行った講座は
各回とも一般の社会人や経営者、環境マネジメ
ントに従事する専門家、そして多くの積極的な
パネラー　伊藤　弘氏 司会の岡本眞一教授とパネラー各氏
パネラー　中山安弘氏 会場から㈱開運　笠原禎子社長
